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【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13363  (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 133/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 175/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 179/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 169/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/13363 　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　
   Ｃ０９Ｊ 133/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 175/04    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 179/08    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ 169/00    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月29日(2010.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　　本発明の光学フィルムは、図２に示すように、ディスコティック液晶層３が形成され
ない側の、透明基材フィルム１の片面には偏光子６、次いで、透明保護フィルム７が積層
されているものを用いることができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　偏光子６は、接着剤を用いて、透明基材フィルム１に貼り合せられる。なお、図２では
、透明基材フィルム１は、偏光子６の透明保護フィルムを兼ねているが、透明基材フィル
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ム１には、偏光子の片面または両面には透明保護フィルムを有する偏光板を積層すること
もできる。
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